
多
聞
院
日
記
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
奈

良
興
福
寺
の
子
院
の
多
聞
院
に
お
い
て
書
か
れ
た
日
記
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
い
わ
ゆ
る
寺
院
内
製
薬
も
行
わ
れ
て
い
て
、
疾
病
や
薬
に
対

す
る
関
心
が
高
く
、
日
記
に
は
種
々
の
病
名
が
現
わ
れ
て
い
る
。
当

時
の
医
書
か
ら
は
知
り
得
な
い
医
療
の
実
態
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
消
化
器
疾
患
の

範
囲
の
病
名
を
拾
い
出
し
て
少
し
く
検
討
を
加
え
て
発
表
す
る
。

便
宜
上
歯
科
疾
患
も
こ
こ
に
含
め
る
と
、
虫
食
歯
、
歯
煩
、
歯
ウ

ヅ
ク
、
歯
痛
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
次
に
漢
方
医
学
に
よ
る

病
症
名
で
は
、
雷
乱
、
胴
、
脾
胃
の
煩
、
積
聚
、
吐
血
、
大
痢
、
痢

結
、
痔
が
あ
る
。
ま
た
和
名
に
よ
る
病
症
名
と
し
て
、
腹
痛
、
腹
下

し
、
腹
煩
、
腹
気
、
腹
中
煩
、
ム
セ
病
、
シ
ャ
ク
リ
が
あ
る
。

先
ず
歯
で
あ
る
が
、
虫
食
歯
は
現
代
の
虫
歯
と
同
じ
で
あ
り
「
宝

多
聞
院
日
記
に
現
わ
れ
る
消
化
器
疾
患

の
検
討

中

村

刀
口１Ｊ

蔵
院
虫
食
歯
ノ
薬
妙
薬
存
知
…
…
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
齪
歯
と

い
う
の
は
古
い
概
念
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
知
名
類
聚
抄
に
も
齪
歯

に
ム
シ
カ
メ
ハ
と
訓
を
つ
け
「
虫
ク
ラ
フ
ノ
歯
鋏
ケ
朽
チ
ル
也
」
と

説
明
し
て
い
る
。

歯
煩
で
は
「
や
ど
歯
煩
ウ
間
、
俄
一
一
薬
取
寄
セ
調
合
シ
造
ワ
ス
、

人
参
一
両
八
十
文
ヅ
ッ
也
、
一
段
高
直
ノ
事
也
」
と
い
う
文
が
あ

り
、
歯
の
薬
を
調
合
し
て
投
薬
し
た
事
、
そ
の
原
料
の
人
参
が
値
上

り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
し
か
し
「
本

坊
云
ゥ
、
歯
ノ
痛
ニ
ハ
毎
朝
念
仏
十
遍
申
シ
テ
…
…
」
な
ど
と
念
仏

に
頼
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
日
記
に
現
わ
れ
る
漢
名
及
び
和
名
の
消
化
器
の
病
症
名
を
初

め
に
列
挙
し
た
が
、
こ
の
う
ち
正
規
の
病
名
と
し
て
最
も
多
く
現
わ

れ
る
の
は
濯
乱
で
あ
り
、
胴
、
脾
胃
の
煩
、
積
聚
な
ど
は
各
一
回
現

わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
当
時
の
漢
方
の
知
識
で
腹
部
疾
患
を
鑑
別
診

断
す
る
の
は
困
難
な
事
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
体
は
腹
煩
と
か
腹
下

し
と
か
い
う
症
状
名
に
よ
っ
て
投
薬
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

雷
乱
は
和
名
抄
に
は
シ
リ
ョ
リ
ク
チ
ョ
リ
コ
ク
ャ
マ
ヒ
と
記
さ
れ

て
お
り
、
急
性
胃
腸
炎
と
い
う
事
は
わ
か
る
が
そ
れ
以
上
は
確
定
で

き
な
い
。
「
夕
べ
夜
二
入
り
以
テ
ノ
外
熱
気
指
シ
一
夜
煩
ウ
、
腹
下
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シ
鬘
乱
煩
ウ
」
「
然
ル
処
、
大
政
所
俄
二
窪
乱
大
事
二
煩
イ
出
シ
」

な
ど
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
暁
ヨ
リ
目
舞
、
雲
乱
心
ヵ
、
香

需
散
呑
テ
ョ
シ
」
と
か
「
北
庵
法
印
見
廻
り
、
則
チ
豚
取
ル
処
毒
乱

ノ
心
一
ス
非
ズ
、
中
風
心
ト
覚
エ
タ
リ
」
な
ど
と
い
う
記
載
が
あ

り
、
雷
乱
は
精
神
神
経
症
状
を
前
兆
と
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
ら
し

く
、
中
風
と
の
鑑
別
を
問
題
に
し
て
い
る
事
は
注
意
を
惹
く
所
で
あ

る
。
な
お
、
こ
こ
に
出
て
い
る
北
庵
法
印
は
脈
診
を
す
る
僧
医
で
あ

る
が
、
こ
の
日
記
の
記
録
者
の
多
聞
院
英
俊
は
調
剤
は
す
る
が
脈
は

取
ら
ず
、
そ
の
為
に
法
印
の
診
断
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
「
過
夜
、
雲
乱
煩
イ
以
テ
ノ
外
ナ
リ
シ
、
腹
下
シ
気
上
り
大

汗
ヲ
カ
ク
間
、
ア
カ
ダ
五
粒
ノ
ム
」
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
腹
煩
の

薬
と
し
て
は
香
需
散
と
阿
伽
陀
圓
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
香
需

散
は
和
剤
局
方
収
載
の
方
剤
で
あ
る
が
、
阿
伽
陀
圓
は
仏
教
医
学
に

お
い
て
伝
承
さ
れ
た
方
剤
で
あ
る
。
「
長
善
房
腹
煩
、
ア
ヵ
ダ
ニ
テ

減
也
、
深
円
房
又
腹
煩
、
ア
ヵ
ダ
与
エ
タ
リ
」
な
ど
と
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。

一
つ
の
処
方
で
病
状
が
改
善
し
な
け
れ
ば
種
々
の
薬
を
試
み
て
い

る
。
「
長
得
房
俄
二
腹
痛
、
沈
思
為
冬
法
印
ノ
薬
ニ
テ
や
う
ｊ
、

オ
チ
入
ル
」
「
又
暁
ヨ
リ
腹
痛
ム
間
、
法
印
二
申
シ
入
し
豚
取
り
薬

給
ウ
、
イ
カ
ニ
モ
オ
チ
入
ラ
ズ
」
「
長
得
房
、
終
二
減
無
シ
如
何
、
咲

止
為
々
、
専
堯
房
ノ
薬
一
一
テ
オ
チ
入
し
り
」
オ
チ
入
ル
と
は
落
ち
着

く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
減
と
は
効
験
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
腹
痛

は
ら
い
た

は
和
名
で
腹
痛
と
発
音
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
病
源
候
論
に
は
腹
痛

候
と
い
う
項
目
が
あ
り
「
腹
痛
は
脈
臓
虚
し
て
寒
冷
の
気
腸
胄
募
原

や
ど

の
間
に
客
り
、
結
聚
し
て
散
ぜ
ず
正
気
邪
気
と
交
争
し
、
相
撃
つ
故

に
痛
む
に
由
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

胴
と
脾
胄
の
煩
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
文
が
こ
の
日
記
に
あ

る
。
「
兎
角
一
一
胴
ヲ
煩
イ
、
脾
胄
ノ
煩
一
ス
禾
嘉
散
二
過
タ
ル
ハ
コ

レ
無
キ
故
、
十
斤
呑
ミ
テ
本
復
セ
リ
、
不
食
モ
脾
胄
ノ
煩
間
・
・
・
・
：
」

脾
胃
の
煩
と
い
う
の
は
あ
る
程
度
の
漢
方
医
学
の
知
識
を
背
景
と
し

て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
や
は
り
病
源
候
論
に
は
脾
胃
病
諸
候
と
い
う

た
が
い

の
が
あ
り
、
「
脾
は
臓
な
り
、
冑
は
服
な
り
、
脾
胄
二
気
相
二
表
裏

と
な
る
、
胄
殼
を
受
け
、
脾
こ
れ
を
磨
す
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

る
。
著
者
の
英
俊
は
医
書
や
本
草
書
を
あ
る
程
度
読
ん
で
い
た
こ
と

は
日
記
に
も
出
て
い
る
。

胴
と
い
う
の
は
消
化
管
の
閉
塞
の
よ
う
な
病
態
を
表
わ
し
て
い
る

や
み

が
、
和
名
の
ム
セ
病
と
い
う
の
も
同
様
な
病
症
と
思
わ
れ
る
。
「
如

今
〈
必
死
ナ
リ
、
不
便
（
不
燗
）
灸
々
、
ム
セ
病
ナ
リ
」
な
ど
と
記
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録
さ
れ
て
い
る
。
流
布
本
大
同
類
聚
方
に
も
ム
セ
病
と
い
う
病
名
が

見
え
て
い
る
。
ま
た
、
和
名
抄
は
硬
咽
に
ム
ス
と
訓
を
つ
け
「
食
塞

ガ
ル
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。

大
痢
、
痢
結
と
い
う
言
葉
は
痢
を
便
と
い
う
意
味
に
用
い
て
お

り
、
大
痢
は
大
便
、
痢
結
は
便
秘
の
こ
と
で
あ
る
。

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

活
字
印
刷
は
宋
代
に
中
国
で
発
明
さ
れ
、
西
漸
し
て
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
グ
の
活
字
へ
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
普
く
知
ら
れ
る
が
、
当
の
中

国
で
は
定
着
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
東
漸
し

て
朝
鮮
に
定
着
し
た
。
朝
鮮
古
版
に
は
活
字
本
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。

文
禄
慶
長
の
役
で
、
秀
吉
の
武
将
ら
は
か
の
地
の
活
字
印
刷
機
具
を

戦
利
品
と
し
、
職
人
ま
で
も
つ
れ
帰
っ
た
か
ら
、
た
ち
ま
ち
わ
が
国

で
は
活
字
印
刷
が
盛
行
し
た
。
慶
長
年
間
に
出
版
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

活
字
本
は
慶
長
古
活
字
本
と
称
さ
れ
、
出
版
文
化
史
上
極
め
て
珍
重

さ
れ
る
。

川
瀬
一
馬
氏
（
『
古
活
字
版
の
研
究
』
）
は
活
字
開
版
の
初
期
に
お
け

る
医
師
の
活
動
は
目
覚
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
医
学
書

は
実
用
書
で
あ
る
。
古
活
字
版
中
に
占
め
る
医
書
の
割
合
は
高
く
、

新
確
認
の
慶
長
古
活
字
版
『
黄
帝
秘
要

良
方
』

○
白
石
尚
基

原
中
瑠
璃
子
・
小
曽
戸
洋
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